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令和５年度の一般廃棄物排出状況（全体）

13,579 

14,159 

14,566 

6,005 

6,178 

6,473 

0 5000 10000 15000 20000 25000

令和5年度

令和4年度

令和3年度

ごみ排出量

家庭系 事業系
（ｔ）

21,039ｔ

20,337ｔ

19,584ｔ



令和５年度の一般廃棄物排出状況（全体）

 ごみの状況

令和５年度は、前年度比約4％（約753トン）減
家庭からの収集ごみに限ると
前年度比約4％（約580トン）減

家庭からのごみも事業所からのごみも
減少している

事業所からの搬入ごみに限ると
前年度比約3％（約173トン）減



令和５年度の一般廃棄物排出状況（可燃ごみ）
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令和５年度の一般廃棄物排出状況（可燃ごみ）

 可燃ごみの状況

令和５年度は、前年度比約4％（約658トン）減
家庭からの収集ごみに限ると
前年度比約4％（約461トン）減

家庭からの可燃ごみも事業所からの可燃ごみ
も減少している

事業所からの搬入ごみに限ると
前年度比約3％（約197トン）減



令和５年度の一般廃棄物排出状況（粗大ごみ）

230 

228 

221 

246 

222 

276 

0 100 200 300 400 500 600

令和5年度

令和4年度

令和3年度

粗大ごみ排出量

市収集 直接搬入

476ｔ

（ｔ）

497ｔ

450ｔ



令和５年度の一般廃棄物排出状況（粗大ごみ）

 粗大ごみの状況

令和5年度は、前年度比約6％（約26トン）増
収集ごみに限ると
前年度比約1％（約2トン）増

直接搬入の粗大ごみが増加しているが、500
トン前後で一進一退

直接搬入ごみに限ると
前年度比約11％（約24トン）増



令和５年度の一般廃棄物排出状況（資源物）
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令和５年度の一般廃棄物排出状況（資源物）

 家庭からの資源物の状況

令和5年度は、前年度比約5％減（約118トン）減

その他不燃物に限ると
前年度比約7％減（約59トン）減

ペットボトル以外の資源物は引き続き減少している。

その他プラスチックに限ると
前年度比約3％減（約22トン）減



令和５年度の一般廃棄物排出状況（古紙等）
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令和５年度の一般廃棄物排出状況（古紙等）



 古紙等の状況

令和５年度は、前年比約8％（約141トン）減

古紙等回収量は減少に転じた。

自治会等による回収
前年度比約11％（約177トン）減
市役所・中央公民館での回収
前年度比約27％増（約38トン）増

令和５年度の一般廃棄物排出状況（古紙等）



令和５年度の一般廃棄物排出状況まとめ
・市全体のごみの排出量は減少している。

・家庭からの可燃ごみも事業所からの可燃ごみの排
出量は減少している。

（可燃ごみ全体で前年度比約４％減）

・資源物の回収量も、減少している。（家庭からの
資源物全体で前年度比約５％減）

引き続きごみ減量と適正排出の啓発に努めま
す。


